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認知症対応型共同生活介護 自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール 

法人名 株式会社あっぷる 事業所名 あっぷるグループホーム広畑 

所在地 兵庫県姫路市広畑区鶴町１丁目４１－１ 

 

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 
運営推進会議で 

話しあった内容 
外部評価 記述 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営         

1 
理念の共有と 

実践  

地域密着型サービスの意義を

ふまえた事業所理念をつくり、

管理者と職員は、その理念を

共有して実践につなげている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

事業所理念は玄関や

各ユニットの事務所に

掲示しており、全職員

が共有できるよう努め

ている。 

 
  

見えるところに掲示す

ることで、職員だけで

なく利用者様や家族様

とも共有していきます。 

2 
事業所と地域と

のつきあい 

事業所は、利用者が地域とつ

ながりながら暮らし続けられる

よう、認知症の人の理解や支

援の方法などを共有し、事業所

自体が地域の一員として日常

的に交流している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

新型コロナウイルス感

染症の影響から、行動

自粛に伴う、地域との

交流や地域行事への

参加は行うことが出来

なかった。 

・自治会より花火大会の

機会を企画するのでお

知らせします。 

・コロナの状況に注視し

ながら、社会活動がと

り戻せた際の地域との

繋がりができるよう事

業所内で考える機会を

もってみてはどうでしょ

うか。 

  

コロナの状況をみなが

ら、少しずつでも地域と

の繋がり回復していき

ます。 現状況でも、地

域の情報は推進委員

会等で収集し、可能な

範囲で関わる方法を検

討していく。一斉清掃

やごみ当番に参加して

ます。 

3 
運営推進会議

を活かした取組 

運営推進会議では、利用者や

サービスの実際、評価への取

り組み状況等について報告や

話し合いを行い、そこでの意見

をサービス向上に活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

新型コロナウイルス感

染症の影響から、運営

推進会議の開催は書

面による報告となって

いる。管理者を中心に

会議を実施しており、

報告により職員へ伝達

しているが、会議の内

容が伝わっていないこ

ともある。 

・現在の運営推進会議

の報告に加えて、事故

やヒヤリハットなどの報

告をされている運営推

進会議もあるので、少

し議題を工夫されては

どうでしょうか。 

  

推進会議を通して、施

設の様子をお伝えし、

コロナ禍での困ってい

る事など相談し、認知

症の進行予防や利用

者様が施設の中でも

健康に楽しく過ごせる

方法等を考えることも

課題にしていきたい。 
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4 市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡

を密に取り、事業所の実情や

ケアサービスの取り組みを積

極的に伝えながら、協力関係を

築くように取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナ禍の為、地域包

括支援センター職員な

どが参加する運営推

進会議の機会が減っ

ている。必要に応じて

管理者が行政機関と

の連携を図っている。 

・新型コロナウイルス感

染症に伴う、ワクチン接

種など介護保険課や場

合によっては保健所と

の連絡も今後出てくる

可能性もあるので、今

後も連絡を密にとって

ほしい。 

  

常日頃から、不明点が

あれば尋ね、助言頂い

ている。連携を大切に

今後も必要に応じ連絡

を取り協力関係を維持

していく。 

5 
身体拘束をしな

いケアの実践 

代表者および全ての職員が

「介護保険法指定基準におけ

る禁止の対象となる具体的な

行為」を正しく理解しており、玄

関の施錠を含めて身体拘束を

しないケアに取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎月のミーティングや

定期的な研修の中で、

指針の読み合わせや

日常支援の中で、身体

拘束をしないケアに取

り組んでいる。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎月のミーティングを

通し、職員全員に拘束

のないケアの大切さを

学び取り組んでいく。 

6 
虐待の防止の

徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待

防止関連法について学ぶ機会

を持ち、利用者の自宅や事業

所内での虐待が見過ごされる

ことがないよう注意を払い、防

止に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

定期的な研修の実施

や毎月のチェックリスト

による確認のほか、支

援が上手くいかなかっ

た際に職員が交代で

支援に入るなど、事業

所内で虐待が起こらな

いように取り組んでい

る。また、職員間や管

理者へ気軽に相談で

きるようにしている。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎月、自己チェックす

ることで、自身の行うケ

アを客観的に見つめ直

し、事前に虐待を防止

できている。  また、

ストレス、悩みを抱え

たまま仕事を続ける事

のないよう、定期的に

カウセリングし、相談し

やすい環境を作ってい

る。 

7 

権利擁護に関

する制度の理

解と活用 

管理者や職員は、日常生活自

立支援事業や成年後見制度に

ついて学ぶ機会を持ち、個々

の必要性を関係者と話し合い、

それらを活用できるよう支援し

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ミーティングや定期的

な研修を通じて、利用

者の権利擁護に関して

の学びの場を設けてい

る。制度利用が必要な

場合は管理者が行っ

ている。 

 
  

定期的に研修おこなっ

ている。 成年後見制

度等のパンフレットは

誰でも手に取れる場所

に置き関心を持ってい

ただけるよう努めてま

す 
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8 
契約に関する 

説明と納得 

契約の締結、解約また改定等

の際は、利用者や家族等の不

安や疑問点を尋ね、十分な説

明を行い理解・納得を図ってい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

契約の際には、パンフ

レットや契約書、重要

事項説明書を使って分

かりやすく説明してる。

質問や疑問点がない

かを確認しながら、説

明するよう心掛けてい

る。 

 
  

契約の際は、時間をし

っかり取り、利用者様・

家族様が十分に理解、

納得して頂けるよう説

明している。 

9 

運営に関する利

用者、家族等意

見の反映 

利用者や家族等が意見、要望

を管理者や職員ならびに外部

者へ表せる機会を設け、それら

を運営に反映させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者の家族に対し

て、アンケート調査を

実施し、事業所の運営

についての満足度を把

握し、サービスの向上

に努めている。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者様、家族様に対

しアンケート調査を実

施し、結果を十分に検

討し改善、サービス向

上に努めている。家族

様来訪時には、直接聞

く体制をしています。 

10 
運営に関する職

員意見の反映 

代表者や管理者は、運営に関

する職員の意見や提案を聞く

機会を設け、反映させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

面談の機会を定期的

に設けており、職員か

らの意見を聞いてい

る。また、ミーティング

で出た職員の意見を

サービスに反映できる

ように努めている。 

 
  

毎月のミーティングや、

毎日の申し送り時間を

利用し、職員の意見を

聞き、サービスに反映

できるよう努めている。 

11 
就業環境の 

整備 

代表者は、管理者や職員個々

の努力や実績、勤務状況を把

握し、給与水準、労働時間、や

りがいなど、各自が向上心を持

って働けるよう職場環境・条件

の整備に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

面談の機会を定期的

に設けており、職員か

らの意見を聞きなが

ら、働きやすい職場環

境となるよう努めてい

る。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員個々の家庭状況

等を把握し、家庭との

両立が出来る様、勤務

時間、休みなども配慮

している。有給休暇も

積極的に取得して頂い

てます。 
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12 
職員を育てる 

取組 

代表者は、管理者や職員一人

ひとりのケアの実際と力量を把

握し、法人内外の研修を受ける

機会の確保や、働きながらトレ

ーニングしていくことを進めてい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

定期的な内部研修や

認知症介護実践者研

修などの資格取得に

向けた研修を受講して

る。職員個々に応じた

働きかけには至ってい

ないと感じている。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナにより、外部研

修を受講する機会が 

減っている。ZOOM な

どで参加できる研修

や、内部研修を充実さ

せ職員育成に努めて

いる。 

13 
同業者との交流

を通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同

業者と交流する機会を作り、ネ

ットワークづくりや勉強会、相互

訪問等の活動を通じて、サービ

スの質を向上させていく取り組

みをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

新型コロナウイルス感

染症の影響から、外部

研修などの機会が減っ

ており、内部での定期

的な研修にとどまって

いる。 

 
  

コロナにより、交流機

会は減っている。グル

ープホーム連絡会の

集まりも中止になり書

面での活動報告になっ

ている。 

14 
本人と共に過ご

し支えあう関係 

職員は、本人を介護される一

方の立場におかず、暮らしを共

にする者同士の関係を築いて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者の持てる力が

発揮できるよう、役割

を提供しながら、コミュ

ニケーションを大切に

した支援を心がけてい

る。 

 
  

個々の持っている力を

発揮できるよう、それ

ぞれに合った役割を提

供し、補助しながらも

達成感を味わっていた

だけるよう努めてい

る。 

15 

馴染みの人や

場との関係継続

の支援 

本人がこれまで大切にしてきた

馴染みの人や場所との関係が

途切れないよう、支援に努めて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

新型コロナウイルス感

染症の影響から、外部

との接触が難しい状況

となっている。 

 
  

コロナにより、外部との

接触が困難の中、窓

越し、電話、ZOOM を

用いて関係の維持に

努めている。 

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント       
 

16 
思いや意向の

把握 

一人ひとりの思いや暮らし方、

生活環境、一日の過ごし方の

希望や意向の把握に努めてい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

契約時の情報だけで

なく、日常的な会話や

表情などから思いや意

向を把握し、利用者

個々に応じたペースを

大切にした支援を心が

けている。 

 
  

共同生活ではあるが、

できる限り本人の望む

生活、意向に沿った暮

らしに近づくよう利用者

様、家族様からの聞き

取りを定期的に行う。 



- 5 - 

 

17 

チームでつくる

介護計画とモニ

タリング 

本人がより良く暮らすための課

題とケアのあり方について、本

人、家族、必要な関係者と話し

合い、それぞれの意見やアイ

ディアを反映し、現状に即した

介護計画を作成している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

介護計画に沿った支

援の進捗状況を毎月

行うモニタリングで確

認している。ミーティン

グの中でも、利用者に

対する気づきを話し合

い、現状に即した介護

計画を作成している。 

・利用者の気づきを話し

合う事で利用者に寄り

添った介護計画が作成

されていることが分かり

ました。 

・認知症の進行に伴い、

意向が把握しにくい方

もおられると思うので、

そのあたりの取り組み

はあるのでしょうか。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

担当者会議、ミーティ

ングの場で、現状確認

や問題点を共有し、ケ

アの方針を話し合い決

めている。日々の様子

をよく観察し、状態の

変化にも対応していけ

るよう努めてます。 

18 
個別の記録と実

践への反映 

日々の様子やケアの実践・結

果、気づきや工夫を個別記録

に記入し、職員間で情報を共有

しながら実践や介護計画の見

直しに活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日々の記録をカルテに

記載や日報に記載し、

情報共有を行ってい

る。また、ミーティング

の中で話し合った内容

に基づいて、介護計画

の見直しに活かしてい

る。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日々の記録は、しっか

り記載し、状態の変化

に気づけるよう努めて

いる。変化に伴い、介

護計画の見直しを行

い、必要なケアの実施

をしています。 

19 

一人ひとりを支

えるための事業

所の多機能化 

本人や家族の状況、その時々

に生まれるニーズに対応して、

既存のサービスに捉われな

い、柔軟な支援やサービスの

多機能化に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日常支援での気づき

から常に状況に応じた

支援を心がけている。

また、家族からの意向

を踏まえた最善の支援

に繋がるように支援し

ている。 

・コロナ禍で、社会資源

が活用できない状況で

はあるが、コロナの動

向を注視しながら、事

業所内での支援にとど

まらない支援を取り入

れて行ってもらいたいと

思います。 

  

コロナ禍で、施設内を中

心とする生活の中、体調

不良時の対応・筋力低下

防止のための運動器具

導入・ZOOM導入で家族

や友人とのコミュニケー

ションなど新たに取り入

れた支援で多機能化に

取り組む。 

20 
地域資源との協

働 

一人ひとりの暮らしを支えてい

る地域資源を把握し、本人が

心身の力を発揮しながら安全

で豊かな暮らしを楽しむことが

できるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

新型コロナウイルス感

染症の影響から、事業

所内での暮らしを支え

る支援が行えるよう努

めてきたが、外出自粛

に伴い、地域の資源を

把握したり、活用する

取り組みには至らなか

った。 

・コロナの動向を注視し

ながら、事業所内での

支援にとどまらない支

援を取り入れて行って

もらいたいと思います。 

・地域資源の把握に努

めてほしいと思います。 

  

コロナにより、地域資

源の活用が減ってい

る。どのような資源が

あるのかを把握し、コ

ロナ禍でも活用できる

ものを積極的に取り入

れていけるよう努め

る。 
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21 
かかりつけ医の

受診支援 

受診は、本人及び家族等の希

望を大切にし、納得が得られた

かかりつけ医と事業所の関係

を築きながら、適切な医療を受

けられるように支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

契約時にこれまでかか

っていた医療機関での

診療がこれからも受け

られることや事業所の

協力医への変更がで

きることを説明したうえ

で、利用者や家族に選

択してもらっている。ま

た、訪問看護事業所と

の契約による定期的な

訪問看護が受けられる

体制となっている。 

 
  

契約時に、かかりつけ

医の継続と、協力医の

訪問診療とを選んでい

ただいている。週に 2

回の訪問看護の利

用、体調の管理や急

変時の対応にも安心し

て頂ける体制を整えて

いる。 

22 
入退院時の医

療機関との協働 

利用者が入院した際、安心して

治療できるように、また、できる

だけ早期に退院できるように、

病院関係者との情報交換や相

談に努めている。あるいは、そ

うした場合に備えて病院関係

者との関係づくりを行っている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

管理者を中心に、入院

先医療機関の地域連

携室の担当者との連

携を通して、病状や医

療に関する情報提供

などを受け、早期に退

院できるよう、退院後

の生活を踏まえた環境

整備に努めている。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入院中の利用者様の

状態を把握し、地域連

携室とこまめに連絡を

取り、情報交換してい

る。情報を共有し、早

期退院に向け、施設と

しても受け入れの体制

を取っている。 

23 

重度化や終末

期に向けた方

針の共有と支援 

重度化した場合や終末期のあ

り方について、早い段階から本

人・家族等と話し合いを行い、

事業所でできることを十分に説

明しながら方針を共有し、地域

の関係者と共にチームで支援

に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

重度化や終末期の意

向を家族などに確認

し、意向に沿った支援

ができるよう十分な話

し合いを経たうえで、

事業所での看取りを希

望される場合について

は、管理者をはじめと

する主治医や看護師と

連携しながら事業所で

の看取り介護に取り組

んでいる。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居時に、重度化・終

末期の要望を聞き、意

向に沿った支援をして

いる。 看取りの際は、

ご本人の意向を大切

に、ご家族様、主治

医、看護師、介護員が

チームとなり看取り介

護に取り組んでいる。

職員に対しても、研修

を行い、よりよい支援

に努めている。 
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24 
急変や事故発

生時の備え 

利用者の急変や事故発生時に

備えて、全ての職員は応急手

当や初期対応の訓練を定期的

に行い、実践力を身に付けて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

定期的に緊急対応（Ａ

ＥＤの使用方法など）

についての研修を実施

している。 

 
  

急変時や事故対応は

定期研修を行ってい

る。緊急時連絡網作成

し、目の届く場所に掲

示している 

25 災害対策 

火災や地震、水害等の災害時

に、昼夜を問わず利用者が避

難できる方法を全職員が身に

つけるとともに、地域との協力

体制を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

火災を想定した、初期

消火訓練や通報訓

練、避難訓練を実施し

ている。コロナ禍の為

地域との合同訓練は

実施できなかったが、

水害などに対しては、

法人グループの建物

に避難できる体制とな

っている。 

・介護保険報酬改定に

伴う、災害時の事業継

続計画（ＢＣＰ計画）の

策定が義務付けられて

いるので（経過措置期

間あり）、法人全体での

検討は進められている

のでしょうか。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

年に 4 回の避難訓練

実施。合同訓練実施

が出来ていないため、

今後地域と協力し実施

に向けて体制を築いて

いく。緊急避難確保計

画や BCP に着手しま

す。 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援        
 

26 

一人ひとりの尊

重とプライバシ

ーの確保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇

りやプライバシーを損ねない言

葉かけや対応をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入浴や排泄などの場

面においては、ドアを

閉めたり、見守り支援

を行っているほか、利

用者の自尊心を傷つ

けないよう、人格に配

慮した声かけを行って

いる。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ケアを行う際に、言葉

かけや対応が自尊心

を傷つけないよう配慮

している。 

27 
日々のその人ら

しい暮らし 

職員側の決まりや都合を優先

するのではなく、一人ひとりの

日常生活における希望や意

向、暮らしのペースを大切に

し、その日をどのように過ごし

たいか、希望にそって支援して

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

可能な限り、利用者の

性格や暮らし方に合わ

せて、入浴や食事の時

間をずらすなど、利用

者の希望に沿った支

援が行えるよう支援し

ている。 

 
  

出来るだけ、利用者様

のペースに合わせ支

援してるが、時間帯に

よっては希望に沿えな

いこともある。ミーティ

ングで工夫することで

可能なことが増えない

か話し合う。 
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28 
食事を楽しむこ

とのできる支援 

食事が楽しみなものになるよ

う、一人ひとりの好みや力を活

かしながら、利用者と職員が一

緒に準備や食事、片付けをして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

メニューを伝え、目で

見て楽しめるよう声か

けをおこなうことやテー

ブル拭き、食器洗いな

ど、利用者の持てる力

を活かしながら支援し

ている。利用者の身体

状況の低下や重度化

に伴い、食事を一緒に

摂ったり、準備を進め

ることが難しくなってき

ている。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

季節感の味わえる食

事の提供に努めてい

る。食事の準備や片付

けの手伝いは、同じ方

ばかりになってしまっ

ているので、職員が補

助することで出来る方

の参加を目指す。 

29 
栄養摂取や水

分確保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分

量が一日を通じて確保できるよ

う、一人ひとりの状態や力、習

慣に応じた支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

普通食のほか、咀嚼

機能や嚥下困難な方

に対しては、刻み食や

ソフト食を提供してい

る。また、栄養価が低

い方に対しては、栄養

補助食品などを追加す

ることにより、栄養バラ

ンスを考えた支援を行

っている。 

 
  

嚥下状態に合わせ、食

事形態を変更し、安全

に食事が出来るよう支

援しています。食事量・

水分量の低下にも、主

治医と家族様に相談

し、補助食品の追加や

食事の工夫、時間など

考え支援している。 

30 
口腔内の清潔

保持 

口の中の汚れや臭いが生じな

いよう、毎食後、一人ひとりの

口腔状態や本人の力に応じた

口腔ケアをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

朝・昼・夕食後には、歯

磨きやうがいなどの口

腔ケアを行っている。

利用者の状況に応じ

て、見守りや軽介助な

ど利用者に合わせた

口腔ケアを行ってい

る。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

定期的に歯科往診で

口腔内の確認をしてい

ただき、必要に応じて

治療している。  

利用者に合わせて必

要な介助行っている。 
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31 
排泄の自立支

援 

排泄の失敗やおむつの使用を

減らし、一人ひとりの力や排泄

のパターン、習慣を活かして、ト

イレでの排泄や排泄の自立に

むけた支援、便秘の予防等、

個々に応じた予防に取り組ん

でいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者個々の排泄間

隔やチェック表を基

に、利用者個々に応じ

たトイレ誘導や声かけ

などの支援を行ってい

る。便秘の際には、水

分補給（牛乳）や運動

を通して便通を促がし

ている。必要に応じ

て、医師の指示通り、

緩下剤の服用や外用

薬を使用するなど便秘

の防止に努めている。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者様の排泄パタ

ーンはチェック表で確

認し、声かけ誘導行

う。また、利用者様の

行動などにも気を付け

観察し早めにトイレ誘

導できるよう努めてい

る。 排便も出来るだ

け薬を使わずに済むよ

う、乳製品や運動、マ

ッサージを通し便通を

促している。 

32 
入浴を楽しむこ

とができる支援 

一人ひとりの希望やタイミング

に合わせて入浴を楽しめるよう

に、職員の都合で曜日や時間

帯を決めてしまわずに、個々に

そった支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

前日に入浴の予定を

立て、利用者のタイミ

ングや意思を確認しな

がら、入浴支援を行っ

ている。その日の勤務

体制や人員体制によっ

て、決まった時間での

入浴となることもある。 

 
  

入浴前の体調確認、

入浴後の水分摂取で

安全に入浴して頂いて

いる。 希望の時間に

入浴できるよう、人員

体制を整えていけるよ

う努める。 

33 
安眠や休息の

支援 

一人ひとりの生活習慣やその

時々の状況に応じて、休息した

り、安心して気持ちよく眠れるよ

う支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日中と夜間のバランス

を考え、昼夜逆転しな

いよう、日中は活動的

に過ごせるように支援

しているが、無理強い

することなく利用者の

ペースに合わせて居

室内の環境整備を行う

など、安心して良眠で

きるよう支援している。 

 
  

日中の活動、室内温

度など安眠できるよう

努めている。 

昼食後のお昼寝時間

を作り、休息して頂い

ている。 

不眠の方にも、出来る

限り薬を使用せず、自

然な睡眠が出来る様

支援していきます。 
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34 服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の

目的や副作用、用法や用量に

ついて理解しており、服薬の支

援と症状の変化の確認に努め

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

調剤薬局より処方され

た内服はお薬の説明

書とともに、ホーム内

で管理している。また、

服薬支援については、

日常の様子を観察しな

がら、服薬後の利用者

の変化を見守ってい

る。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

居宅療養管理指導サ

ービスを利用し、薬局

と連携を取り、薬の管

理や相談が出来る体

制を取っている。 

35 
役割、楽しみご

との支援 

張り合いや喜びのある日々を

過ごせるように、一人ひとりの

生活歴や力を活かした役割、

嗜好品、楽しみごと、気分転換

等の支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者の趣味や嗜

好、対人関係など、利

用者個々に応じた情報

収集を行い、情報共有

している。現在は、新

型コロナウイルス感染

症の影響から、気分転

換を兼ねた散歩などの

外出支援は行なえて

いない。 

・新型コロナウイルス感

染症の影響から、利用

者の楽しみ事や気分転

換が図る事が難しいと

思いますが、事業所内

での行事のほか、コロ

ナの動向を注視しなが

ら今後も取り組んでほ

しいと思います。 

  

利用者様それぞれレ

ベルも違い、趣味も違

うため、個別レクリエー

ションを充実させ、趣

味を自分のペースで楽

しめるよう支援してい

ます。外出やボランテ

ィアの利用が出来ない

中で、気分転換できる

よう考えていきます。 

36 
日常的な外出

支援 

一人ひとりのその日の希望に

そって、戸外に出かけられるよ

う支援に努めている。また、普

段は行けないような場所でも、

本人の希望を把握し、家族や

地域の人々と協力しながら出

かけられるように支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

新型コロナウイルス感

染症の影響から、外出

を自粛しており、近くの

公園へ散歩に行くこと

はあるが、利用者の希

望に沿った、ドライブや

買い物などの支援は

行なえていない。 

・新型コロナウイルス感

染症の影響があると思

いますが、事業所内で

の行事のほか、コロナ

の動向を注視しなが

ら、日常的に外気に触

れる機会を作られては

どうでしょうか。（水や

り、散歩など） 

  

コロナにより外出自粛

が続いている。テラス

に出て、外の風にあた

り季節を感じていただ

けるよう努めていま

す。少人数でのドライ

ブなど出来る範囲で支

援の幅を広げていける

よう考えていきます。 

37 
お金の所持や

使うことの支援 

職員は、本人がお金を持つこと

の大切さを理解しており、一人

ひとりの希望や力に応じて、お

金を所持したり、使えるようした

りできるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

新型コロナウイルス感

染症の影響から、買い

物などで利用者がお金

を使う機会はない。ま

た、お金の管理につい

ては、難しい方も多く

事業所で行っている。 

 
  

お金の管理は事業所

で行っているが、本人

様の希望で物を買うこ

とが出来る体制になっ

ている。ただ、コロナの

影響で自身でショップ

にて買い物することが

出来ていない状況。 
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38 
電話や手紙の

支援 

家族や大切な人に本人自らが

電話をしたり、手紙をやり取りし

たりできるように支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

携帯電話で家族に毎

日お電話されている方

やお手紙のやりとりを

される方もおられる。

事業所にかかってきた

電話に取り次ぎを行っ

たり、利用者の希望に

応じて電話をかけるな

どの支援を行ってい

る。 

 
  

少人数ではあるが、自

身の携帯を使い、家族

や知人と連絡を取って

おられる方もいる。年

賀状のやり取りや、お

手紙などを通して繋が

りを支援させていただ

いている。 

39 
居心地のよい

共用空間づくり 

建物内部は一人ひとりの身体

機能やわかる力を活かして、安

全かつできるだけ自立した生活

が送れるように工夫している。

共用の空間が、利用者にとって

不快や混乱をまねくような刺激

がないように配慮し、生活感や

季節感を採り入れて、一人ひと

りが居心地よく過ごせるような

工夫をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

共同リビングの壁に

は、季節に合わせて作

った創作品や飾りを掲

示している。また、共同

空間の室温や採光、テ

レビの音量など、利用

者が不快に感じないよ

うな環境整備に努めて

いる。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

1 日の大半を共用スペ

ースで過ごされる方が

多く、清潔感、室温な

ど環境整備に努めて

います。また、コミュニ

ケーションが取りやす

いテーブル位置を考え

設置しています。季節

の飾りで季節感を出し

ここち良い空間作りを

しています。 

Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）   
 

  
 

40 
本人主体の暮ら

し 

本人は、自分の思い、願い、

日々の暮らし方の意向に沿っ

た暮らしができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

新型コロナウイルス感

染症の影響から、外出

したい時に外出支援が

できない状況下ではあ

るが、利用者の日々の

暮らし方は可能な限

り、確認しながら利用

者の意向に沿った過ご

し方が出来るよう支援

している。 

 
  

コロナの影響で、希望

に沿えない事が増えて

いるのが現状です。ボ

ランティアによる楽しみ

であったり、外出、外

食、家族との時間など

希望に沿えない中、少

しでも希望の生活に近

づけるよう検討してい

ます。 
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41 

本人は、自分の生活歴や友人

関係、暮らしの習慣、特徴など

様々な情報をもとに、ケア・支

援を受けることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居時の情報収集とと

もに、入居後の利用者

の生活歴や暮らしの週

間、生活や特徴などの

得られた情報について

も、職員間で共有し、

利用者個々に応じた暮

らし方が出来るよう支

援えしている。 

 
  

本人の生活歴をもと

に、その人らしい生活

が出来るよう、また今

までの習慣を、出来る

限り続けていけるよう

支援しています。 

42 

本人は、自分の健康面・医療

面・安全面・環境面について、

日々の状況をもとに、ケア・支

援を受けることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居時の情報収集とと

もに、入居後の健康の

維持や適切な医療、安

心した支援が受けられ

るよう、環境整備を行

ったり、主治医や訪問

看護との連携と共に、

職員間での情報共有

をしながら、利用者

個々に応じた暮らし方

が出来るよう支援えし

ている。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

訪問看護や主治医と

連携をとり、日々の健

康管理、緊急時の対

応がスムーズにとれる

よう体制整えている。 

 

43 

生活の継続性 

 

 

 

本人は、自分のペースで、これ

までの暮らしの習慣にあった生

活ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

食事はある程度決めら

れた時間で摂っていた

だくが、その他利用者

の暮らし方について

は、利用者のペースで

過ごしてもらえるよう支

援している。 

  

共同生活の中で、個々

のペースに合わせ今ま

での習慣を変えること

なく生活して頂くために

職員配置、人数を調整

し努めているが、難し

い部分もあり、課題で

ある。 

44 

本人は、自分のなじみのもの

や、大切にしているものを、身

近（自室等）に持つことができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

衣類や家具、ご家族の

写真など利用者が大

切にしている物を持っ

てきていただいてい

る。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

居室作りは、入居の

際、今まで使用してき

たなじみのもので家族

様とご本人で配置して

頂いています。 
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45 

本人は、自分の意向、希望に

よって、戸外に出かけること

や、催（祭）事に参加することが

できている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

現在コロナ禍の為、利

用者や家族の意向に

沿った戸外への外出

は行なえていないが、

過去にはお孫さんの結

婚式や米寿のお祝い

など、催事に参加され

た事例がある。 

・新型コロナウイルス感

染症の影響から、外出

が制限されるので難し

い課題だと思う。 

・コロナ禍が収束した際

には、利用者の希望や

意向に沿った外出支援

を行ってほしい。 

  

コロナの影響が大き

く、実現できていませ

ん。 テラスで花火大

会をしたり、お祭りの

DVD を鑑賞したり、四

季折々のイベントを少

しでも味わっていただ

けるよう工夫していま

す。 

46 

本人が持つ力

の活用 

本人は、自分ができること・でき

ないこと、わかること・わからな

いことを踏まえた、役割や、楽

しみごとを行うことができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者個々の持てる

力を事業所内での生

活場面で活かせるよう

に支援している。また、

レクリエーションの場

面など利用者が楽しめ

るよう支援している。 

 
  

個々の能力に合わせ

た役割を行っていただ

いてます。まか、職員

の補助で可能なものも

含め役割を果たすこと

で、達成感や自信に繋

げていきたいと思って

ます。 

47 

本人は、自分がいきいきと過ご

す会話のひと時や、活動場面

を日々の暮らしの中で得ること

ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者の身体状況の

低下や重度化に伴い、

全ての利用者が満足

した暮らしが出来てい

るとは言えないが、個

別での会話や活動場

面の中で、利用者がい

きいきと生活できること

を探りながら支援して

いる。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コミュニケーションが取

りやすいテーブル配置

を考えている。会話の

中に職員が入り、食い

違いや耳の遠い方の

補助を行っている。 
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48 
本人は、自分なりに近隣や地

域の人々と関わったり、交流す

ることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

新型コロナウイルス感

染症の影響から、近隣

住民や地域の方との

関りが持てない状況と

なっている。 

・利用者の身近におられ

る、地域の方やご家族

と手紙のやり取りやお

電話などはされていな

いのでしょうか。 

・会うことだけではない、

つながりも検討されて

はどうでしょうか。 

  

直接会って関わる事が

難しい今の状況の中

で、地域の方より、手

作りのプレゼントや、レ

クに使用する和紙をい

ただいたりしています。

それを、お部屋に飾っ

たり、喜んで頂いてま

す。 

49 総合 

本人は、この GH にいることで、

職員や地域の人々と親しみ、安

心の日々、よりよい日々をおくる

ことができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

昨年から続く、新型コ

ロナウイルス感染症に

伴い、ご家族をはじめ

地域の方との繋がりが

持ちにくい状況となっ

ている。事業所内で安

心した暮らしができる

よう、職員個々に常に

努力している。 

・地域の方との交流は難

しいと思う。 

・職員の皆さんや事業所

内の利用者さん同士の

親しみや安心した暮ら

しを送れるようこれから

も取り組んでいただけ

たらと思います。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナにより、自由が

制限されている中で、

職員・家族様・地域の

方々の助けをいただき

ながら、安心して過ご

して頂けてます。事業

所としても、今の状況

の中で、出来る事を

日々考え実施しており

ます。安全に安心に過

ごしていただけるよう

努めていきます。 

 


